
新年あけましておめでとうございます。旧年中は当事業所の活動に対し、多大なるご理解

ご協力を賜り、誠に有り難うございました。 

平成 30年 10月 1日より就労移行支援「喫茶いこいの家」が開所し、就労支援の幅が広

がりましたが、職員もより良いサービスが提供できるよう切磋琢磨する所存です。 

本年も皆様の多大なご支援を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

サービス管理責任者 内海良介 

11月 30日（金）希望された利用者 3名と長野県松本市の白骨温泉に行きました。天気

が良く道中はスムーズでしたが、現地に着くと道路端が積雪しており、今年度初めての雪を

見ることとなりました。入館した旅館の湯は、ぬる湯ということで初めは寒かったのですが、ゆ

っくり浸かると温泉効果で体がほっこり温まっていました。入浴後の予定は参加者で相談し、

昼食は三福寺にある餃子の王将で食べた後、ドラッグストアで買い物をして帰りました。男性

ばかりの気ままな外出を楽しみ、リフレッシュできました。 

１２月１日（土）飛騨吉城特別支援学校で開催された学校祭、１２月９日（日）高山市国府町

さくらホールで開催されたあんきなコンサートに参加を希望されたご利用者数名と参加させて

いただき、憩いの家で作ったヘンプやネックウォーマー等の自主製品や、焼き芋や、喫茶いこ

いオリジナルブレンドのコーヒーを出店しました。 

1月 4日（金）仕事初めの日、気多若宮神社で初詣へ行きました。各々が自分のペースで

参拝した後、おみくじを引く方も見えましたが、大吉を引いた方もみえ、大変喜んで見えまし

た。メンバーや職員が皆、健康で過ごせ、作業や仕事に打ち込める 1年になると良いと思いま

した。初詣を終えた後は、書初めをしました。毎年、書くことを遠慮される方が積極的に書かれ

たり、前もって書く言葉を考えて来所された方も見え、活気がありました。 

他の方も「元気」「就職」などと前向きな言葉を書いてみえました。また、「平和」と書かれた

方が見えた為、声をかけると「自分自身が平和に過ごせると良いと思って」と言われ、皆を笑

わせていました。 

１２月３日、岐阜市にある社会福祉法人いぶき福祉会が運営する、生活介護事業所とグル

ープホームへ職員９名で見学に行かせていただきました。運営をしていく上での準備や入居

者の支援についてなど、たくさんの話を聞かせて頂きました。 
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12月 27日、28日の 2日間、ご利用者、職員皆で大掃除に取り組みました。毎日、夕方に

各々割り当てられた場所を掃除しますが、普段掃除できない場所を奇麗にし、新年を迎える

準備を整えました。 

28日午後は、憩いの家で忘年会を行い、職員の出し物やビンゴ大会で盛り上がった後、ケ

ーキを飾りつけして食べました。最後は施設長より、来年の運営についての話があり、皆、真

剣な面持ちで聞いてみえました。 

 


